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人間を獲る漁師

１．はじめに
　主イエスは、ガリラヤで神の国の福音宣
教を始められました。最初は、諸会堂で教
えられました。主イエスの話を聞いた人々
は、その権威ある言葉に非常に驚きました。
主イエスは、人々に権威ある言葉を語る以
外にも人々を苦しめている悪霊をご自身が
発する権威ある言葉によって追い出してし
まわれました。また、多くの病人をもいや
されました。このような圧倒的な力を持っ
た主イエスを見た多くの人々が群衆となっ
て主イエスのもとに押し寄せてくるように
なりました。

２．主 スとの の 会い
　ある朝、ゲネサレト湖畔に主イエスが
立っておられた時も神の言葉を聞こうとし
て多くの人々が押し寄せてきました。主イ
エスは、押し寄せてくる群衆から逃れるた
めにたまたま岸にあった舟に乗られまし
た。この舟は、シモンのものでした。シモ
ンは、ゲネサレト湖で働く漁師でした。主
イエスは、決して計画的にシモンの舟に
乗ったわけではなく、群衆から逃れようと
して乗った船がたまたまシモンのものでし
た。シモンは、ちょうど漁から帰ってきて、
漁で使った網を洗っているところでした。
あとで分かることですが、この日は、夜通
し漁をしましたが、結局、一匹も獲れずに
帰ってくることとなりました。主イエスは、
シモンに舟を漕いでもらい、岸にいる群衆
に向かって神の言葉を語り始めました。シ
モン・ペトロは、自分で意図したわけでは
ありませんが、一番近くで主イエスの話を
聞くこととなりました。これは、あまりに
も突然の主イエスとの出会いでした。

３．主 スの 思 な
　主イエスは、シモンの舟に乗って、岸に
いる群衆に神の言葉を語り終えました。こ

れで目的は達成したように思えます。
　ところが、その後、主イエスは、シモン
に不思議なことを命じました。「沖に漕ぎ
出して網を降ろし、漁をしなさい」。
　この日の漁は、失敗に終っていました。
散々苦労したあげく、一匹も獲れませんで
した。シモンをはじめ、漁師たちは、主イ
エスに出会う前、空しい思いで、網を洗っ
ていたと思われます。主イエスの話を聞い
た後のシモンは、主イエスの言葉に懸けて
みました。シモンは、こう言いました。「し
かし、お言葉ですから、網を降ろしてみま
しょう」。
　するとさっき一匹も獲れなかったことが
うそだったかのようにおびただしい数の魚
が網にひっかかりました。

．主 スへの召
　シモンは、自分の舟に乗っている主イエ
スが自分とは違う聖なる存在であると知
り、こう言いました。「主よ、わたしから
離れてください。わたしは罪深い者なので
す」。
　漁師シモンは、主イエスの圧倒的な力を
目の当たりにしました。主イエスの力を知
るということは、自分自身の罪深さ、無力
さをいやと言うほど思い知らされることで
もあります。自分の罪深さを思い知ったシ
モンに主イエスは、こう言いました。「恐
れることはない。今から後、あなたは人間
をとる漁師になる」。
　シモンは、すべてを捨てて、主イエスに
従っていきました。主イエスのために働く
には、自分の罪深さをまず認めて、すべて
を主イエスにあけ渡すことが必要です。主
イエスは、今も聖書を通して、また礼拝を
通して私たちに語りかけてくださいます。
これからも子どもたちに語りかけてくださ
る主イエスの言葉に耳を傾けていきましょ
う。 （浅野正紀）
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　主イエスとの出会いは、思いがけない方法でやってきます。主イエスの圧倒的な力に接した時、
人は、自分の罪深さを思い知らされます。主イエスの弟子として従っていくためには、自分の無
力さと罪深さを思い知る必要があります。自分自身が主イエスの弟子としてふさわしくないこと
を知っている人こそ、主イエスは、弟子として用いてくださいます。

「ペトロを弟子にするイエスさま」

　イエスさまは、ガリラヤで「神の国の福
音」を宣べ伝え始めました。「神の国の福音」
とは、神さまが共にいて守ってくださると
いう知らせのことです。
　イエスさまは、ガリラヤのユダヤ人が集
まる会堂でこの「神の国の福音」について
語られました。イエスさまの話を聞いた
人々は、他では聞くことができない教えに
とても驚きました。イエスさまが語る言葉
には権威があったからです。
　イエスさまは、会堂で人々に「神の国の
福音」について話すだけでなく、たくさん
の病気の人をいやし、悪霊につかれた人か
ら悪霊を追い出しました。悪霊につかれた
人とは、生きていく上で、自分自身の存在
をもおびやかすような問題を抱えている人
のことです。イエスさまは、様々な苦しみ
の中で生きている人々からその苦しみの原
因である病気や悪霊を追い出してください
ました。このように、イエスさまは、病気
をいやし、悪霊を追い出すことで、神の国
が人々に近づいていることを示しました。
　こうして、イエスさまの周りには、「神
の国の福音」を聞こうとする人々、病気を
いやしてもらおうとする人々、悪霊を追い

出してもらおうとする人々がいつも押し寄
せてくるようになりました。イエスさまお
一人で「神の国の福音」を宣べ伝えること
は、もはや大変な状況でした。
　ある朝、イエスさまは、ゲネサレト湖畔
に立っていました。すると、多くの人々が
イエスさまをみつけて集まってきました。
こうして、たちまちイエスさまは、多くの
人々に取り囲まれてしまいました。この時、
イエスさまは、湖畔に二そう舟があるのを
みつけました。この二そうの舟は、漁船で、
ゲネサレト湖で、漁をしている漁師のもの
でした。彼らは、一晩中、漁をして、今ま
さに帰ってきたところでした。漁師たちは、
イエスさまが人々に取り囲まれていたすぐ
側で、漁で使った網を洗っていました。
　イエスさまは、二そうのうち、シモンと
いう漁師の舟を選んで、少し岸から漕ぎ出
すように頼みました。シモンは、イエスさ
まを舟に乗せて、岸から離れました。イエ
スさまは、舟の上に腰を降ろしてから岸に
いる多くの人々に向かって、「神の国の福
音」について語り始めました。イエスさま
に頼まれて舟を漕ぎだしたシモンは、一番
近くでイエスさまの話を聞くこととなりま
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《今週の暗唱聖句》
すると、イエスはシモンに言われた。「恐れることはない。今から後、あなたは人間を
とる漁師になる。」そこで、彼らは舟を陸に引き上げ、すべてを捨ててイエスに従った。
（ルカによる福音書５章10節 b～11節）

した。シモンにとって、思いがけないイエ
スさまとの出会いでした。
　イエスさまは、話し終えると、シモンに
不思議なことを命じました。「沖に漕ぎ出
して網を降ろし、漁をしなさい。」
　シモンは、こう答えました。「先生、わ
たしたちは、夜通し苦労しましたが、何も
とれませんでした。しかし、お言葉ですか
ら、網を降ろしてみましょう。」
　実は、漁師たちは、夜通し漁をしました
が、一匹も獲ることができず、朝を迎えた
ところでした。この夜の漁は、全くの徒労
に終ってしまいました。漁師たちは、恐ら
く悲しい気持ちで網を洗っていたのかもし
れません。
　シモンは、イエスさまの言葉に信頼して
言われた通り、網を降ろしてみました。す
るとなんとたくさんの魚が網にかかりまし
た。あまりにたくさんの魚が網にかかった
ため、網は破れそうになりました。そこで、
もう一そうの舟にも来てもらいました。漁
師たちは、獲った魚を、二そうで手分けし
て舟にいれました。すると二そうの舟は、
魚でいっぱいになり、沈みそうなほどでし
た。
　シモンは、この状況を見て、イエスさま
の足もとにひれ伏して、こう言いました。
「主よ、わたしから離れてください。わた
しは罪深い者なのです」。

ゲネサレト湖を知り尽くしているはずの漁
師たちが一晩中、漁をしても一匹もとれな
かったのに、イエスさまに従って網を降ろ
したら、二そうの舟にいっぱいになるほど
の魚を獲ることができました。
　この時、シモンは、圧倒的な力を持った
イエスさまを前にして、まず自分の罪深さ
を思い知らされました。シモンは、自分に
はこのイエスさまに近づく資格がないと考
えました。そして、たくさんの魚が獲れた
ことにただただ驚いてしまいました。
　すると、イエスさまは、シモンに言いま
した。「恐れることはない。今から後、あ
なたは人間をとる漁師になる」。
　この時、シモンも、また、シモンといっ
しょにいた漁師仲間であるヤコブとヨハネ
も舟を陸に引き上げて、すべてを捨ててイ
エスさまに従いました。シモンは、後にペ
トロと呼ばれるようになって、イエスさま
の弟子の中でも中心的な役割を行うように
なりました。
　イエスさまのために働くには、自分の罪
深さを認めて、すべてを捨てて、自分自身
をイエスさまにあけ渡す必要があります。
　イエスさまは、今も聖書を通して、また
礼拝を通して私たちに語りかけてください
ます。このイエスさまにすべてを委ねて歩
んでいきましょう。 （浅野正紀）
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　主イエスは欠けや弱さを持っている人も
愛し、導いてくださるお方ということを感
謝しよう。

例

　お父さん、お母さんはお仕事してます
か？　どんなお仕事しているか知っている
かな？
　ではね、今から先生がヒントをいくつか
出します。何のお仕事かな？　当ててみて
ね。
　①　 重たいものを運んだり、引っ張った

りするので、力持ちです。
　②　朝、とても早起きをします。
　③　船に乗ってお仕事をします。
　④　 スイスイ泳ぐ生き物を捕まえるお仕

事です。
　はい、そうですね。答えは漁師さんです。
　漁師さんは、魚をたくさん運んだりする
ので、とても力持ちなんですよ。
　今日の聖書のお話しには、漁師さんが出
てきましたね。
　この漁師さんの名前は、ペテロさん、ヤ
コブさん、ヨハネさん、て言います。
　ある時、朝早く起きて、魚を獲りに行っ
たのですが、この日は何回網を下ろしても、
一匹も魚が獲れませんでした。
　もう、家に帰ろうかな、とした時です。
　イエスさまが近くにいらっしゃって、「船
を沖に漕ぎ出して、網を降ろし漁をしなさ
い。」
　と、おっしゃったのです。

　ペテロさんは
　「先生、私たちは夜通し苦労したけれど、
何も獲れませんでした。しかし、お言葉で
すから網を降ろしてみましょう。」
　するとね、なんと、びっくり！網がやぶ
れそうなくらい、たくさんの魚が獲れて2
つの船が魚でいっぱいになったんですっ
て。ペテロさん、ヤコブさん、ヨハネさん
は驚いて、イエスさまにひれ伏しました。
 （ルカ5：8）
　さぁ、この後、どうなったでしょうか。
　イエスさまがこうおっしゃったのね。
　「あなたがたを、人間を獲る漁師にしま
す。一緒についてきてください。」てね。
　ペテロさん、ヤコブさん、ヨハネさんは、
網を捨てて、すぐにイエス様についていき
ました。
　イエス様は、自分の弱さを知る人と一緒
にいて力づけてくださいます。嬉しいです
ね！

祈り

　神さま、イエス様は、私の弱いところも
知っていてくださって、その上で一緒にい
てくださること、ありがとうございます。

〈やってみよう〉
　・賛美歌　「人間を獲る漁師に」
　・工作　 画用紙に魚を書く。（クレヨン、

色鉛筆、サインペン等）
　　　　　ハサミで切り抜く。
　　　　　 あらかじめ書いておいた網に、

魚を貼っていく
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１．イエスさまは今、どこにいらっしゃいますか。

２．その時、漁師たちは何をしていましたか。

３．イエスさまはどこでお話をされましたか。

４．それはなぜですか。

５．話し終わった時、イエスさまは何とおっしゃいましたか。

６．シモンは２つのことを答えました。何と何ですか。

７．イエスさまの言葉に従って、網を下ろした結果はどうでしたか。

８．シモン・ペトロはなぜ「離れてください」と言ったと思いますか。

９．イエスさまはシモンに何とおっしゃいましたか。

10．イエスさまのよびかけに対して、シモンと仲間はどのように反応しましたか。

11． 漁師たちは夜通し漁をしましたが、何も獲れませんでした。苦労したのに得られなかっ
た経験が、あなたにはありますか。

12． イエスさまは、私たちの苦労と必要を知っておられます。そのような方があなたの傍
らにいてくださることについて、あなたはどう思いますか。

13．「人間を獲る漁師」とは、どのような仕事ですか。

14．イエスさまのよびかけに、あなたは答えたいと思いますか。


